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研究成果の概要（和文）：複素直線上定義され射影的代数多様体 Mに値を持つ正則曲腺ｆに対し、

ｆと M 上のアンプル直線バンドル Lが定める完備一次系に属する除外因子とｆの除外指数の関

係を研究した。空でない定点を持つ一次系に属する因子に対して、解析的連接イデアル層に関

するネヴァンリンナ理論を用いて第 2主要定理を証明し、除外関係式を示した。この除外関係

式を用いて、除外因子の集合に関する構造定理を証明した。この構造定理を用いてｆの除外指

数と完備一次系｜L|の部分一次系との間に対応関係があることを示した。その結果として除外

指数の値の集合の可算性を示した。 

 
研究成果の概要（英文）：We study  property of Nevanlinna's deficiency as functions 
on linear systems in smooth complex projective algebraic varieties. We give a 
structure theorem for the set of deficient divisors. This structure theorem yields  
that the set of values  of deficiency is  at most countable. Moreover, we have  
a  correspondence between the deficiencies and the  linear systems. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
与えられた因子に対し正の除外指数を
持つ有理型写像の構成を以前の研究で
行った。この結果を踏まえて、除外因子
の集合の構造を研究する問題が生じた。 
 

２．研究の目的 
 
  正則曲線・有理型写像の除外指数を一次
系上の函数としての性質を調べること、およ
び除外因子の構造を特徴づけることを目標
とした。 
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３．研究の方法 

 

 連携研究者との討論及び研究会参加・文献
調査等による。 
（１） 連携研究者との討論について。北川

義久氏及び鎌田博行氏と微分幾何学
的な部分について討論を行った。特
にいくつかの補題の証明の改良につ
いて議論した。厚地淳しと多重ポテ
ンシャル論及び一変数ネヴァンリン
ナ理論について討論を行った。 

（２） 文献調査について。東京大学大学院
数理科学研究科において、解析的連
接イデアル層に関する文献、多重ポ
テンシャル論に関する文献の調査を
行った。 

（３） 研究会参加について。研究成果を発
表し結果の改良について討論を行っ
た。 

 
４．研究成果 
 

複素直線上定義され射影的代数多様体 Mに
値を持つ正則曲腺ｆに対し、ｆと M上のアン
プル直線バンドル Lが定める完備一次系に属
する除外因子とｆの除外指数の一次系上の
函数としての性質を研究した。空でない定点
を持つ一次系に属する因子に対して、解析的
連接イデアル層に関するネヴァンリンナ理
論を用いて第 2 主要定理を証明し、除外関係
式を示した。この除外関係式と一般化された
クロフトン型公式を用いて、除外因子の集合
に関する構造定理を証明した。すなわち除外
因子の集合が空でない定点を持つ一次系の
可算個の和として表すことが出来ることを
示した。更に多重劣調和関数の特異点集合に
なることを示した。この構造定理を用いてｆ
の除外指数と完備一次系｜L|の部分一次系
との間に対応関係があることを示した。その
結果として除外指数の値の集合の可算性を
示した。以上の成果により当該研究課題の基
礎的な部分については十分な成果を挙げる
ことが出来た。 
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